
 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年亀岡市議会定例会９月議会一般質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市議会 



質問方式

９月３日（水） 10:00～ 1 冨谷　加都子 一問一答

10:45～ 2 西口　純生 一問一答

13:00～ 3 齊藤　一義 一問一答

13:45～ 4 土岐　新 一問一答

14:45～ 5 原野　実生子 一問一答

９月４日（木） 10:00～ 6 大西　陽春 一問一答

10:45～ 7 林　徹司 一問一答

13:00～ 8 法貴　隆司 一問一答

13:45～ 9 平本　英久 一問一答

14:45～ 10 松山　雅行 一問一答

９月５日（金） 10:00～ 11 山木　裕也 一問一答

10:45～ 12 片山　輝夫 一問一答

13:00～ 13 山本　由美子 一問一答

13:45～ 14 小林　仁 一問一答

14:45～ 15 竹内　博士 一問一答

９月８日（月） 10:00～ 16 木村　勲 一問一答

10:45～ 17 三上　泉 一問一答

13:00～ 18 菱田　光紀 一問一答

13:45～ 19 梅本　靖博 一問一答

休憩　　

【注意】

質問者の日程については予定であり、議事の進行により変更する場合が

あります。ご了承ください。

個
人
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人
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令和７年亀岡市議会定例会９月議会 一般質問通告書 

 

番

号 

質問者 

質問日時 
質問事項 質問要旨 答弁者 

1 冨谷加都子 

9 月 3 日(水) 

10：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 学校安全対

策事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中・高生の

居場所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１３年に大阪教育大学附属池田小学校

で、無差別児童殺傷事件が発生し、学校安全・

危機管理の重要性を見直し、不審者対策や登下

校の見守り等の対策が強化された。本市では、

平成１６年に全ての小・中学校において学校安

全対策委員会が設立され、２０年にわたり各地

域の安全対策協力員に児童生徒の安全を守って

いただいている。 

（１）近隣市では、安全対策として校区内通学

路の見守りや校門での送迎等の中、常時来

校者の受付等の体制にいたったと聞くが、

その経緯は。 

（２）学校安全対策協力員の配置人数は。(直近

での小・中・義務教育学校の各人数) 

（３）学校安全対策協力員は、有償ボランティ

アであるが処遇は。 (活動時間・保険・謝

礼) 

（４）ガードマンボックス内の空調設備が地域

によって違いがあるのはなぜか。 

（５）学校安全対策会議の議事録開示が令和元

年度までだが、それ以降会議がないのか。 

（６）学校安全対策事業の継続に当たっての課

題認識は。 

（７）詳徳小学校は、ガードマンボックスから

車両の出入口が見づらく、車両の進入管理

に支障をきたしている。可能な改善策は。 

（８）地域によって人員確保に苦慮されてい

る。謝礼金の見直し等も含め、各学校の意

見を聴取し、検討できないか。 

 

こども家庭庁は、こども基本法の理念に基づ

き、子ども・若者が安心して過ごせる場所の整

備を推進している。思春期の孤立や不安解消の

ために、中・高生の居場所は重要である。加え

て、中・高生からも身近な居場所が欲しいとの

声がある。既存の児童館も含め、中・高生の居

場所について問う。 

（１）中・高生が、放課後や休日に利用できる

公的な居場所は。 

（２）各児童館の年代別利用実績は。(月平均の

割合で未就学児童、保護者、小学生、中・

高生) 

（３）児童館の利用は、中・高生も位置づけて

いるがほとんど利用がないのが実情であ

る。利用されない原因は。 

（４）中・高生の居場所づくりにおける課題

は。 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 住まい支援

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）厚生労働省が、児童館を中・高生にも開

放する方針を示し、自治体の児童館のうち

１か所以上を中・高生に対応する施設とす

るように求めている。利用時間等を考慮

し、中・高生が望む居場所として検討でき

ないか。 

 

住まいに関する相談体制の整備や家賃の安い

住宅への転居支援などを主にした改正生活困窮

者自立支援法が令和７年４月から施行された。

また、同年１０月から福祉施策と住宅施策が連

携した地域の総合的かつ包括的な居住支援体制

を推進するための改正住宅セーフティネット法

が施行される。 

（１）自立相談支援機関（亀岡市生活相談支援

センター）での窓口をはじめ他機関での総

合窓口に寄せられる住まい相談の現状は。 

（２）住まい支援は、住宅セーフティネット制

度との包括的支援である。住宅セーフティ

ネットの構築として、セーフティネット登

録住宅や高齢者等入居サポーターの登録、

住宅確保要配慮者居住支援法人の指定の現

状は。 

（３）実際に、京都府居住支援協議会と連携し

セーフティネット登録住宅へ居住されたケ

ースはあるのか。 

（４）自立相談支援事業の体制整備強化とし

て、住まい相談員を配置する考えは。 

（５）京都府居住支援協議会との連携による効

果と問題をどのように認識しているのか。 

（６）高齢者や単身世帯の増加、多様なニーズ

に対応できるよう、福祉部局と連携し法改

正に基づく民間住宅の活用も踏まえた体制

構築が重要である。今後、住宅セーフティ

ネット制度が住宅要配慮者に機能し、住宅

供給できるために強化する取組は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 西口 純生 

9 月 3 日(水) 

10：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと納税返礼品の基準違反について大き

く報道されていたが、亀岡市の状況について確

認する。また、令和６年度は、全国で約１兆２,

０００億円のふるさと納税があり、京都府全体

では約２２８億円であったと報道されていた

が、本市における今後の取組について問う。 

（１）本年度における現時点でのふるさと納税

額は。また、昨年と比較してどうか。 

（２）返礼品の産地偽装や調達費用超過などの

違反行為についての報道があった。亀岡市

では不正はないか。 

（３）本年度は５０億円を目標に取り組んでい

ると思われるが、返礼品の目玉商品は。 

（４）関心度が高い返礼品は重要であるが、無

理は禁物であり、正々堂々と違反のない公

市長 
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２ 来年の角倉

了以・素庵顕彰

事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 全国都市緑

化フェアｉｎ京

都丹波について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 地域課題・

町民の声・ごみ

集積所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正さを徹底させるべきであると思うが所見

は。 

 

令和８年度は、角倉了以が大堰川を開削して

４２０年を迎える。そこで、角倉了以・素庵顕

彰委員会立ち上げ、次年度に向けた事業計画を

立案していきたいと考えている。 

（１）本年度は、顕彰委員会を立ち上げるため

の実行委員会を結成したが、事業の方向性

と予算規模について確認したいと考えてい

るが所見は。 

（２）角倉了以が交易していたことをきっかけ

に、安南国（ベトナム）と姉妹都市盟約を

締結することができるのではないかと考え

るが、その調査費用を捻出することはでき

ないか。 

（３）絶滅危惧種アユモドキとの共生の観点か

ら、環境問題も含めた河川のあり方や利用

頻度も考慮して事業を展開するべきだと考

えるがどうか。 

 

全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波の開催に向

け、２市１町のにぎわい創出の連携について、

どのようなことを計画しているのか。 

（１）交通機関の連携は確認できているのか。 

（２）２市１町でそれぞれ特色ある企画が計画

されていると思うが、今回の事業ではどの

ように地域の活性化につなげるのか。 

（３）亀岡市は環境問題と絡めて、絶滅危惧種

アユモドキと共生させる事業展開を考えて

いるのか。 

 

ごみ集積所に、他市町の指定ごみ袋が置かれ

ている現状がある。また、町外や違う区の方、

工事業者がごみを捨てており困っている。自治

会役員が中身を調査し、区民であれば、注意を

するなどの対応ができるが、近隣で工事をした

業者がごみを投棄しているので、区の役員が困

っている。監視カメラを設置しても区民であれ

ば注意を促せるが、判らない業者であれば、対

応のしようがないので困っている。 

（１）監視カメラの設置には費用がかかる。費

用助成として補助金などの対応はできない

のか。監視カメラを設置するなどの対策は

考えてないのか。 

（２）ごみ集積所の外にごみが捨てられている

ことも多く、役員の手を煩わせている。区

民の暮らしを守る立場から、ルール違反を

させない対応策はどのようになっているの

か。 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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3 齊藤 一義 

9 月 3 日(水) 

13：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 市職員の副

業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ デジタルノ

マド（遊牧民）

誘致について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 闇バイト防

止について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本市教育に

ついて 

 

６月議会で市職員の副業について質問した

が、議会だよりを見た市民から非常に反響が大

きいため、再度質問する。 

（１）今年度の地域こん談会で、高齢化による

草刈りなど、農作業に係る課題は出なかっ

たか。 

（２）課題が出ていたとしたら、その自治会数

は。 

（３）本市職員の非農家率は。 

令和の米騒動もそうであるが、ＯＥＣＤ（経

済協力開発機構）やＦＡＯ（国連食糧農業機

関）によると、世界では人口増により食料の消

費が年１.２％増えるとされている。一方で農産

物の生産は１％増であり、需要に供給が追い付

かないことになる。 

（４）農業こそ次世代に引き継がないといけな

い、まさに公務員の目指すべき社会貢献・

地域福祉の増進につながると考えるがどう

か。 

（５）本市職員副業の制度設計を早急に進め、

本市の農業・農村を守るべきではないか。 

 

本市は交流人口増に様々な工夫をされている

が、世界中を旅しながらリモートワークで働く

「デジタルノマド」は３，５００万人以上いる

といわれ市場規模は約１１０兆円と言われてい

る。ノマドたちを誘致するため、日本でも２０

２４年３月３１日から「デジタルノマドビザ」

という新しい在留資格の専用ビザが始まり 1 年

以上が経過した。 

（１）本市もノマド族誘致に向け、ノマドの

「里づくり」に取り組んでは。 

来日したノマドたちの本音は「多少インフラ

が不便でも日本の暮らしが体験できる田舎に行

ってみたい」である。 

（２）「トカイナカ亀岡」の良さを生かし、古

民家や農家民泊でノマド族を迎えてはどう

か。 

 

近年ＩＴの発展により闇バイトが大きな社会

問題となっている。ＳＮＳが主な募集経路であ

り、ＸやＴｅｌｅｇｒａｍにＳｉｇｎａｌを使

い、１０代や２０代が逮捕される深刻な問題で

ある。本市では今まで事例はないようだが、今

後も闇バイトから若者を守らなければならな

い。 

（１）闇バイト対策に謎解きゲーム形式の体験

型教育プログラム「レイの失踪」を導入し

てはどうか。 

 

本市は石田梅岩や圓山応挙など郷土が誇る偉

人の顕彰会が数多く存在する。郷土を知り、郷

土に誇りを持つことは大事であると考える。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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（１）副読本「わたしたちのまち亀岡」の新刊

発行はされないのか。 

「わたしたちのまち亀岡」は課題ごとにロイ

ロノート・スクールで配信されているようだ

が、ＩＴ先進国のスウェーデンは教育のデジタ

ル化を積極的に進めてきたが、生徒の読解力低

下に対応して紙の本に戻している。 

（２）一度新刊本を該当する全生徒に配り、本

を引き継げば経費も抑えられるがどうか。 

グローバル社会の中、世界に羽ばたく子ども

たちのため、日本の英語教育は大変遅れている

と考える。本市教育長はフィリピンへ出向き、

ＡＬＴ人材を発掘されているが、人材確保も難

しいこともあるため、他の手段も必要と考え

る。 

（３）楽しみながら英語が話せるようになる英

語発音ゲーム「マグナとふしぎの少女」を

導入してはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 土岐 新 

 

9 月 3 日(水) 

13：45～ 

 

※一問一答 

 

１ ＪＲ並河駅

前歩道への屋根

の設置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 庁舎の安全

対策とデータ等

の保管について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ並河駅前には雨風や日差しを避ける屋根

が設置されていないことが大井町地域こん談会

でも取り上げられた。駅の機能性・安全性、景

観並びに利用者への快適性を高めるＪＲ並河駅

に向けて問う。 

（１）ＥＸＰＯ２０２５大阪・関西万博に使用

されている施設・設備・什器の移築・リユ

ースを実現するプロジェクトが実施されて

いる。本市も「万博サーキュラーマーケッ

トミャク市！」を活用して資材を確保する

考えは。 

（２）ＪＲ並河駅前にシェルターを設置する際

の課題は。 

（３）駅のロータリーの形状等で再利用が難し

い場合、本市でＪＲ並河駅に合ったシェル

ターを設置する考えは。 

（４）設置する際にはＪＲ小倉駅（福岡県北九

州市）を参考とした太陽光パネルの設置も

検討していただきたいが所見は。 

 

令和７年５月６日に埼玉県白岡市役所庁舎で

火災が発生し、復旧に約３年はかかる見込みと

新聞で拝見した。修繕にも多額の費用がかかる

ため、クラウドファンディングも実施されてい

る。火災の原因として電気系統のショートによ

る火災の可能性が高いとされている。本市でも

同様の火災が起こらないと断言できないため、

対策が必要だと考える。 

（１）庁舎の電気設備の管理、点検状況は。 

（２）本市で同様の火災が発生した場合の避難

方法、対応策はマニュアル化されているの

か。 

（３）保管データ等のバックアップ、紙媒体の

書類の復旧策はあるのか。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 教育につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 全国都市緑

化フェアｉｎ京

都丹波について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）庁舎の機能が不能の際、仮庁舎はどうす

るのか。 

 

６月議会で教育長から、小学校での教科担任

制を充実していきたいとの答弁があった。実現

に向けて問う。 

（１）教科担任制の充実を目指される教育長の

方針は。 

（２)教科担任制に期待する効果は。 

（３）教科担任制の充実は具体的にいつ実施す

るのか。 

近年学校の校則についても見直す学校が見受

けられる。本市でも一度見直す時期が来ている

と感じるが、教育長の方針を伺う。 

（４）時代に合った校則の見直しの考えは。 

（５）見直す際の懸念点と解決方法は。 

戦後８０年を振り返り、世界連邦・非核平和

都市宣言をしている本市として学校教育で平和

と人権について指導をいただいている。 

（６）教育長の平和と人権についての所見は。 

 

いよいよ来年に開催される全国都市緑化フェ

アｉｎ京都丹波について主に現在考えられてい

るイベントや集客方法について、提案も重ねて

問う。 

（１）現在考えられているイベントは。 

（２）たくさん来場してもらうための考えはあ

るのか。 

（３）緑化フェアの開催に本市の事業者にも経

済効果をもたらす取組はあるのか。 

（４）携帯アプリ「ポケモンＧＯ」を活用し、

より多くの来場者を呼ぶイベントは効果的

だと思うが所見は。 

（５）大阪市にある長居植物園では夜に植物な

どをライトアップされ、１００万人を超え

る来場者が訪れている。開催期間中の夜も

来場者が集まる取組をしてはどうか。 

（６）緑化フェアを皮切りに今後も開催される

緑化フェアにもつなげていく取組として、

「全国都市緑化フェア帳」を作成してはど

うか。 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 原野実生子 

9 月 3 日(水) 

14：45～ 

 

※一問一答 

 

１ ガレリアか

めおか飲食店の

空調設備につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

ガレリアかめおか内は真夏時に非常に気温が

高くなり、１階のカフェ店舗が暑さで、過ごし

にくいとの声がある。ガレリアかめおか建設当

時と現在では、夏場の気温に違いがあり、酷暑

であるため対策が必要と考える。 

（１）ガレリアかめおか１階に出店されてい

る、ぱすてるスイーツは真夏時に気温が高

く、暑いと聞くが対策はされているのか。 

（２）熱中症防止の観点からも、より暑さ対策

が必要と考えるが所見は。 

 

市長 

所管部長 
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２ スマートフ

ォンなどの過度

な利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 空き家バン

クについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨今、子どもたちの生活の中にはＩＣＴ教育

の成果によって、タブレット端末の使用や、自

身のスマートフォンの使用が身近になってい

る。タブレット端末やスマートフォンの過度な

使用により、脳が疲労し、集中力や記憶力の低

下など脳の発達に影響を与える可能性がある。 

（１）学校では、ＩＣＴ教育を推進する中で児

童生徒に対してタブレット端末やスマート

フォンの適切な利用について、調査や指導

を行っているのか。 

（２）タブレット端末やスマートフォンの過度

な使用により、脳疲労を起こし、集中力や

記憶力の低下といった症状（スマホ認知

症）への対策は今後考えているのか。 

 

移住定住促進に向けて、空き家バンクは欠か

せない存在である。プラットフォームを提供す

る行政として、空き家バンク事業の活性化を願

うところである。今回は物件の登録側、購入

側、両者の目線から問う。 

（１）本市内における、移住促進特別区域の地

域はどこか。 

（２）自治会の空き家発掘の実績について、移

住促進特別区域内外で空き家発掘件数に違

いはあるか。 

（３）自身の物件を空き家バンクに登録するこ

とにちゅうちょされている方がいると聞く

が、具体的な政策はあるか。 

（４）年４回実施されている空き家に関する相

談会の参加実績は。 

（５）空き家相談会へお越しになると、自身の

空き家を登録することに前向きになる方も

多いことから、各自治会で空き家相談会を

実施することは可能か。 

（６）申請から内覧を経て、契約を決定するま

での期間は短い方と長い方で、それぞれ何

か月かかるのか。 

（７）内覧を個人ではなく、希望者何組か合同

で行ってはどうか。 

（８）内覧を終えてから、契約するか否かを決

定するまでの期間は決まっているのか。ま

た、決まっていない場合は、期日を設ける

べきと考えるが所見は。 

（９）検討する物件について、優先的に取引す

るための値上げ交渉、また、値下げについ

ての値段交渉を希望される方への対応は。 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 大西 陽春 

9 月 4 日(木) 

10：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 国保料の引

き下げについて 

 

 

 

 

６月議会では全会一致で「国民健康保険にお

ける国庫負担率の引き上げおよび早急な制度の

改革を求める意見書」を国に提出した。国保料

は２年連続で引き上げとなり、市民からも「払

える国保料に」との要望が多い。 

市長 

所管部長 
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２ 国保の利用

者に対する対応

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 高齢者に対

する施策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 他市に誇れ

る学校給食につ

いて 

 

 

 

 

 

 

（１）議会として国庫負担率引き上げを求める

意見書を提出したが、市長はどのように考

えているか。 

（２）法定外繰入をし、据え置きや引き下げを

しない理由は。 

（３）協会けんぽと同等の保険料率にするべき

では。 

 

現行の健康保険証発行が２０２４年１２月２

日に廃止された。保険証の取扱いについて問

う。 

（１）国保の「資格確認書」は被保険者全員に

申請がなくても交付するのか。 

（２）保険料滞納者の対応について問う。 

①特別な事情があると認められる場合を除

き特別療養費を支給することになるが本

市の対応は。 

②特別な事情があると認められる場合、資

格確認書の期限はどうなるのか。 

（３）７０歳以上の被保険者の資格確認書は１

年毎であるが、申請がなくても交付するの

か。 

（４）利用者証明用電子証明書の有効期限が切

れたマイナ保険証を利用するとどうなるの

か。 

 

令和７年６月５日発表の警察庁による令和６

年における行方不明者届受理等の状況によると

認知症に係る行方不明数は１万８，１２１人で

あり発見時に死亡が確認された行方不明者は４

９１人、ＧＰＳなどを介して発見された行方不

明者は１１１人全員が生存していた。本市も高

齢化率が上昇しており、高齢になっても安心し

て暮らせる施策が求められている。 

（１）一人暮らしの高齢者は不安であると聞

く。一人暮らしの高齢者に対する本市の施

策は。 

（２）加齢性難聴者に対する補聴器購入補助制

度を早急に実施すべきでは。 

（３）本市における終活の相談体制はどうなっ

ているか。 

（４）本市独自で高齢者の終活支援事業を実施

する考えは。 

 

先日行われた「ワクワク議会たんけん！夏休

み子ども議場見学会」では参加した子どもから

「中学校給食はいつからできますか？」や「給

食では米飯でもいつも牛乳がつくのはなぜです

か？」と給食に関する質問が出ていた。子ども

たちの中でも関心度は高い。今年度に実施の細

かい部分が決められるにあたり「他市に誇れる

学校給食」を目指すために問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

教育長 
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（１）学校給食に提供されている有機米は、今

年度はどのくらい供給可能か。 

（２）６月議会でも質問をしたが、学校給食実

施方式別の評価で、アレルギー対応と適温

提供の評価結果が東京練馬区の評価結果と

著しく乖離しているのはなぜか。 

（３）大型給食調理場であれば一度に大量の食 

材が必要である。中規模の調理場であれば

地産地消で食材を賄うことが可能になり亀

岡らしい他市に誇れる学校給食になるので

はないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 林 徹司 

9 月 4 日(木) 

10：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 気候変動に

よる対策の重要

性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ いきいき健

幸ポイント制度

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 誰もが働き

やすい環境づく

りについて 

 

今年の夏も国内における最高気温を記録し猛

暑による影響は深刻さを極めている。そこで予

測される災害級の酷暑や大雨に本市として、多

様な問題や課題について検証し今後必要な対応

を検討すべきと考える。 

（１）７月８月における熱中症による緊急搬送 

  や重症化などの状況は。 

（２）かめおか放課後児童クラブでは授業で使

っていない教室を利用しているところも多

いがエアコンが古く冷えない環境もあるの

で調査、改善が必要ではないか。 

（３）市役所庁舎内での室内温度が非常に高い 

  部署などがあると聞くが実態把握はできて

いるのか。 

（４）今夏の警報級の大雨による被害状況は。 

（５）猛暑日つづきなどによる農業や畜産業に

対する影響について問う。 

  ①水稲への影響は。 

  ②野菜づくりへの影響は。 

  ③畜産に対する影響は。 

（６）ふるさと納税の返礼品への影響は出ない

のか。 

（７）来年度以降、高温対策や大雨に講じる予

算を考えていく必要性があるのではないの

か。 

 

 本市では高齢者の皆さんが様々な活動をとお

していつまでも健康で幸せに過ごす取組として

ご利用いただいているが、これからの拡がりに

ついて伺う。 

（１）本市、本制度のこれまでの利用の傾向と

現状は。 

（２）健康寿命延伸向上の観点から歩数や健康

管理などを取り入れている市町があるが、

今後、本市もボランティア活動だけではな

く対象としてはどうか。 

 

現在、多くの企業や職場の悩みの種である労

働者不足や担い手不足は大きな課題の一つであ

る。また、働く方は時間と場所を選択できる機

会も増えてきている。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４ 応援する輪

を拡げるまちづ

くりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）訪問介護職において時間を有効に活用し

た働き方として空いた時間に直接、介護現

場へ訪問、サービス提供後に自宅へ帰る介

護士やヘルパーがいるが、人材確保や離職

率をさげるための支援について問う。 

①フリー時間活用介護の働き方の紹介を増

やす取組をしては。 

  ②フリー時間活用システムソフト導入に対

して補助してはどうか。 

（２）障がいがある方が在宅でも働けるような

仕事を提供する企業の紹介など応援体制を

考えてはどうか。 

 

 行政の公助と共に市民がお互いにできること 

をとおして人を応援し支えていく気持ちを醸成

することは社会にとって重要なことである。 

（１）７月に国立競技場で第１０９回日本陸上

選手権大会にて決勝に進出し４位入賞を果

たした本市役所職員の活躍は大変に素晴ら

しく誉である。本市でさまざまに活躍する

人材を応援する取組はできないか。 

（２）今年も開催予定になっている社協のフー

ドプロジェクトにおいて米不足と高騰によ

り出品に困難をきたしているが応援はでき

ないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 法貴 隆司 

9 月 4 日(木) 

13：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 全国都市緑

化フェアｉｎ京

都丹波について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市は令和８年秋に、全国都市緑化フェアｉ

ｎ 京都丹波を開催予定であり、亀岡運動公園及

び京都・亀岡保津川公園を会場として、現在、

整備を進めているところである。同フェアは、

都市緑化の推進と花と緑に親しむ機会の提供を

通じて、市民の環境意識の醸成、交流人口の拡

大、地域経済の活性化を図ることを目的とする

極めて重要な全国規模の催しである。 

（１）亀岡運動公園整備工事の現時点における

進捗率及び完成予定時期は。 

（２）京都・亀岡保津川公園整備工事の現時点

における進捗率及び完成予定時期は。 

（３）両会場において、工事期間中の安全管理

体制及び市民利用制限の有無と対応方針

は。 

（４）フェア終了後も整備された施設や空間を

有効に活用するため、市民利用の拡大を図

るだけでなく、観光資源やイベント会場と

するなど、どのように活用する計画か。 

（５）フェアを契機に、市民の環境・緑化意識

をどのように高め、定着させる施策を講ず

るのか。 

（６）来訪者と地域住民との交流促進に向けた

具体的な取組内容は。 

（７）２市１町それぞれと全体の予定来訪者数

は。 

（８）予定来訪者数算定の根拠は。 

市長 

所管部長 
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２ 消防団につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 上水道につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ インフラ整

備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）来訪者数を把握するための計測方法及び

検証体制はどのように構築するのか。 

（１０）全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波に関

わる交付金の効果検証方法は。 

 

本市消防団は、市内全域の防災・減災活動を

担う地域防災の中核的存在であり、火災・水害

等の災害対応のみならず、予防啓発活動等にお

いても重要な役割を果たしている。しかし、近

年の猛暑による熱中症リスクの高まりを受け、

活動装備の基準改定等による団員の安全・健康

確保のための活動環境の改善が一層求められて

いる。 

（１）生地が難燃性素材で、通気性のよいオー

ルシーズンタイプの新基準消防団活動服へ

の更新予定は。 

（２）京都中部広域消防組合の常備消防職員に

支給した、軽装かつ機能的なポロシャツを

消防団員にも支給してはどうか。 

（３）大山崎町消防団が導入した、消防団活動

に特化したスマホ用アプリ「ＦｉｒｅＣｈ

ｉｅｆ」の導入を検討してはどうか。 

 

本年４月、京都市下京区において大規模な漏

水事故が発生したことを受け、国土交通省は老

朽化した鋳鉄製水道管を計画的に撤去・更新す

る方針を示した。計画期間は令和８年度から１

０年間であるが、特に緊急輸送道路下の管路は

同年度から５年以内での交換が求められてい

る。市民生活や防災に直結する課題であり、本

市における現状と対応方針を問う。 

（１）本市における上水道管総延長のうち、鋳

鉄管の長さと割合は。 

（２）本市における上水道鋳鉄管全てを更新す

る場合の概算事業費は。 

 

曽我部町内を流れる曽我谷川の久保橋から重

利橋までの区間において、多量の土砂が堆積

し、中洲には樹木が繁茂している状況が確認さ

れている。当該区間は、過去の豪雨で氾濫・決

壊被害を受けた経緯があり、現況を放置すれば

再度の浸水被害を招くおそれが高い。本件の河

川管理は京都府の所管であるが、市民の安全・

安心の確保の観点から、本市としても速やかな

浚渫作業及び樹木除去について府に強く要請す

る必要がある。 

（１）曽我谷川の久保橋と重利橋間の現状を市

はどのように把握しているのか。 

（２）浚渫工事の必要性について市の認識は。 

（３）亀岡市下矢田町鏡岩の展望台近辺に、公

衆トイレを設置してはどうか。 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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9 平本 英久 

9 月 4 日(木) 

13：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 万博を起点

とした国際交流

の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 環境先進都

市としての新た

な取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ スポーツ施

設の在り方につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これまでもオーストリアや米国、ブラジルな

どの各市と姉妹都市・友好交流都市盟約を締結

し国際交流を図ってきた本市であるが、大阪・

関西万博の開催に伴い実施された「万博国際交

流プログラム」事業を起点として、新たにウク

ライナとの交流が始まったと聞いている。経緯

や今後の見通しについて問う。 

（１）「万博国際交流プログラム」事業とは具

体的にどのようなものであるのか。 

（２）「万博国際交流プログラム」事業を起点

としてウクライナと親密な交流が始まった

経緯は。 

（３）ウクライナ（トルスカヴェーツ市）との

交流は現在どのような状況であるのか。 

（４）ウクライナ（トルスカヴェーツ市）との

交流を通して本市として目指すものはどの

ようなものか。 

 

これまで環境先進都市を目指して様々な環境

政策に積極的に取り組んできた本市であるが、

現状と今後の取組について問う。 

（１）これまでも多くの民間企業との連携を行

ってきた本市であるが、資源循環の新たな

取組についての考えは。 

（２）脱炭素社会の実現に向けた都市間連携が

行われると聞くが、具体的にどのようなも

のか。 

（３）亀岡市環境プロモーションセンター（Ｃ

ｉｒｃｕｌａｒ Ｋａｍｅｏｋａ Ｌａ

ｂ）で行われている、「めぐるひろばプロ

ジェクト」の実施状況は。 

 

 本市には京都サンガＦ.Ｃ.のホームグラウン

ドがあり、このたび、新たな練習用グラウンド

の整備に向けて積極的に取り組んでいる。ま

た、本市からは数々のスポーツ選手を輩出して

おり、とりわけ東京ヤクルトスワローズの高橋

奎二選手は私の地元出身者でもあり、野球をす

る多くの少年少女の憧れとなっている。野球環

境の整備について問う。 

（１）亀岡運動公園野球場では、グラウンドを

囲むように木々が植わっており打球が枝に

当たり落下することがあると聞く。試合に

支障のある木々の剪定やグラウンド内の凸

凹についての対応は。 

（２）亀岡運動公園野球場における経年劣化に

伴う本部席の雨漏りや音響設備の不調があ

ると聞くが対応は。 

（３）医王谷野球場においても同様に周辺木々

の剪定やグラウンドの凸凹の修繕、とりわ

け給水設備の不良が見受けられ改善が求め

られるが対応は。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４ お米（５ｋ

ｇ）配布事業に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 移動困難者

などへの移動販

売支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これまでも子どもファースト宣言を基軸とし

て様々な子育て支援施策などに積極的に取り組

んでいる本市であるが、現状と今後の取組につ

いて問う。 

（１）子育て支援施策の一環として行われた

「お米（５ｋｇ）配布事業」について検証

は行ったのか。 

（２）同事業について、市民の反応はどうであ

ったのか。また、事業成果をどのように捉

えているのか。 

（３）同事業について、課題などはあったの

か。 

（４）本市が目指す子育てしやすい環境整備と

はどのようなものか。 

 

 これまでも幾度となく議会で質問を行ってき

た、高齢化に伴う運転免許証返納者や障がい者

などの移動困難者や交通弱者を対象とした買い

物支援について問う。 

（１）以前の議会の一般質問において、見守り

を兼ねて民間の移動販売事業者への支援を

提案したところ、「移動販売をはじめ官民

連携の取組を進めたい」と答弁があった

が、現状と対策は。 

（２）民間の移動販売事業者に対する支援策と

は具体的にどのような事業であるのか。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 松山 雅行 

9 月 4 日(木) 

14：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 国道９号の

千々川橋の改修

事業について 

 

 

 

 

 

 

 

２ 通学路の安

全対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ふるさと住

民登録制度創設

について 

 

 

 

平成２７年度からＪＲ山陰本線上流から国道

９号までの区間を河川改修工事いただき、令和

６年度までに千々川橋下流まで鋭意整備を進め

ていただいている。地元の悲願である橋の架け

替えに向けて、今後の事業計画について問う。 

（１）令和７年度の橋架け替えに向けての事業

計画は。 

（２）千々川橋の上流左岸が、先の大雨の影響

も一因あり一部崩落しているが、対策は。 

 

 国道９号大成中学校前信号交差点は、市道小

金岐小林線が東西に交差し、歩行者や自転車、

自動車が行き交い非常に交通量の多い交差点で

ある。大成中学校への通学路でもあるが、特に

西側においては道幅が狭く、深い水路がある。

今後の通学路の安全対策について問う。 

（１）たまり場の確保に向けて、京都国道事務

所と連携し、ボックスカルバートなどの設

置や具体的な安全対策を協議できないか。 

 

本年６月、政府は関係人口を可視化する「ふ

るさと住民登録制度」の創設を打ち出し、２０

２６年に制度開設するとされている。本制度

は、ふるさと納税が「お金を通じた支援」であ

るのに対し、「人とのつながりを起点とした関

係性の構築」を主眼におき、住所地以外の地域

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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４ 持続可能な

中学校の部活動

の在り方につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に継続的に関わる方々を登録する制度である。

結果として、地域経済の活性化や地域の担い手

確保につなげる狙いがあるが、本市の見解につ

いて問う。 

（１）本市は、関係人口を創出するため、現在

までどのような取組をしているか。 

（２）本制度に参画した場合、期待される効果

は。 

（３）先行事例を分析した上で、企業の福利厚

生サイトと連携し、二地域居住も含めた本

市独自の「ふるさと住民登録制度」の創設

をしてはどうか。 

 

京都府学校部活動及び地域クラブ活動推進指

針にもあるように、教員の長時間勤務の一因に

もなっているとされている現状と少子化や種目

による人数不足の影響もある中で、どのような

スケジュールで持続可能な部活動運営をこれか

ら行うのか。また、本市に馴染む部活動の在り

方や移行の種類を選択し、実行に移していくの

かについて問う。 

（１）地域の実情に合わせた移行の手法が様々

あると思うが、本市ではどういった手法が

方向性として馴染みやすいと考えている

か。 

（２）地域のクラブや外部指導者や希望する教

員も含めて部活動運営をしている神戸市の

「ＫＯＢＥ◆ＫＡＴＳＵ（コベカツ）」に

ついての所見は。 

（３）移行までの体制整備のスケジュールをど

のように考えているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 山木 裕也 

9 月 5 日(金) 

10：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 空き地や空

き家での危険木

等の対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 農作物の高

温障害対策につ

いて 

全国的に、管理が不十分な空き地や空き家が

年々増加しており、枝木の越境や枯れ木の放置

などが景観の悪化や防災上の危険につながる。

本市でも、市民の安全・安心な暮らしを守るた

めには、個別対応にとどまらず、全市的な対応

制度の強化と実効性ある仕組みづくりが求めら

れる。 

（１）本市における管理不十分な空き地や空き

家の件数と、その中での危険木や越境木に

関する苦情の件数は。 

（２）危険木等の対策について、どのような仕

組みなのか。 

（３）危険木等に対し、予防対策や迅速に対応

する仕組みを導入する考えはあるのか。 

（４）大牟田市など他市の先進事例を踏まえ、

条例や制度の充実を検討する考えはあるの

か。 

 

近年の猛暑による農作物の高温障害が顕在化

しており、本市においても深刻な影響が生じて

いる。特に、昨年は小豆が不作となり、生産者

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 熱中症対策

のためのアイス

バス導入につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 都市緑化フ

ェアでの地域資

源の活用につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の経営や流通価格に大きな打撃を与えた。こう

した状況を踏まえ、被害実態の的確な把握と、

品種転換や設備導入、さらには規格外品の活用

を含めた総合的な支援策が求められている。 

（１）市内農作物に発生した高温障害の被害状

況は。 

（２）市内農作物の被害の実態について、どう

調査しどのような支援策を講じていくの

か。 

（３）高温耐性品種の導入や遮光ネット・冷却

設備の活用について、市としてどのような

支援を検討しているのか。 

（４）規格外農産物の加工や販路拡大につい

て、市としてどのような取組を進めていく

考えか。 

 

猛暑の影響で熱中症のリスクが年々高まって

おり、市民の健康と安全を守ることが喫緊の課

題となっている。近年、体温を効果的に下げる

手法として「アイスバス（氷水浴）」がスポー

ツ分野を中心に注目されている。市内で開催さ

れる大規模イベントや学校の部活動等において

も導入を検討し、熱中症対策をより効果的なも

のとすることが求められる。 

（１）市における熱中症による救急搬送件数

（過去３年）は。 

（２）小・中・義務教育学校の部活動での救急

搬送件数は。 

（３）今年の花火大会で実施予定であった熱中

症対策の具体的内容（テント設置、休憩・

給水指導など）は。 

（４）消防・救急現場での「アイスバス」導入

事例や実験的取組はあるのか。 

 

来年度開催予定の全国都市緑化フェアｉｎ京

都丹波は、多くの来訪者が見込まれ、本市にと

って絶好のＰＲ機会となる。地域資源を生かし

た「土産づくり」や「ご当地メニュー開発」を

進めることは、観光消費を市内で循環させ経済

効果を高めるとともに、本市のブランド力向上

にも直結する。フェアを契機に、持続的に展開

できる商品開発や販路拡大の仕組みづくりを検

討することが重要である。 

（１）フェアにおいて、地元産品を生かした土

産づくりをどのように進めていく考えか。 

（２）地元の特色を反映したご当地メニューの

実現について、どのように検討しているの

か。 

（３）市民や企業から土産のアイデアを募集

し、亀岡市の魅力を広く発信できる商品を

参加型で開発する取組について、どのよう

に考えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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12 片山 輝夫 

9 月 5 日(金) 

10：45～ 

 

※一問一答 

 

１ ２０２５年

人事院勧告につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ お米配布、

高齢者お米クー

ポン事業につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

３ 福祉有償運

送について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 街路樹の剪

定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年８月７日に２０２５年人事院勧告が

出され、国家公務員の月給を平均３．６２％

（１万５，０１４円）引き上げ、ボーナス（期

末・勤勉手当）を０．０５か月増の年４．６５

か月とするよう勧告された。 

（１）物価高騰の中、勧告は不十分と考えるが

所見は。 

（２）市職員の人材確保のため、初任給アップ

を含め市独自の対策が必要ではないか。 

（３）中高年齢層や再任用職員の賃金水準は依

然として低く抑えられているが、改善に向

け努力すべきでないか。 

（４）燃料費等が高騰するなか、勧告では自家

用車通勤手当の対象に、駐車場利用料金が

追加された。亀岡市も通勤手当において、

勧告どおり支給すべきと考えるがどうか。 

 

お米（５ｋｇ）配布事業のお米引換券の実施

状況及び高齢者お米購入応援クーポン事業につ

いて問う。 

（１）お米引換券の引換率は９６．５％である

が、引き換えられず残ったお米約２．５ト

ン（５キログラム袋約５００個）はどのよ

うに処分されたのか。 

（２）高齢者向けお米割引券の利用対象は、精

米・玄米に限定せず、早急に全ての品目に

拡大すべきでないか。 

 

現在福祉有償運送を運行しているＮＰＯ法人

かめおかアッシーが令和８年３月３１日をもっ

て、福祉有償運送から撤退すると聞いた。 

（１）亀岡市は撤退について承知しているの

か。 

（２）ＮＰＯ法人かめおかアッシーを利用され

ている方の移動手段をどう確保するのか。 

（３）個人営業の福祉有償運送事業者も廃業等

で減少している。要介護者にとって重要な

移動手段を市の支援で継承するべきでない

か。 

 

「亀岡市水と緑の基本計画」には景観に配慮

した街路樹剪定を規定している。剪定と街路樹

管理の在り方について問う。 

（１）市道宇津根亀岡停車場線（ふれあい通

り）や市道安町４号線から余部安町線（み

ゆき通り）で街路樹の強剪定が行われた。

街路樹の機能として、木陰の創出や景観が

ある。酷暑の夏が剪定時期として適切であ

ったのか。 

（２）街路樹沿いの住民は、高齢化、空き家、

空き店舗、マンション住まいなど、多様な

形態が混在する中、街路樹の掃除など維持

管理負担が増大している。沿線住民との協

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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５ 農政の転換

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議のなかで、まず本数削減やごみ袋無料配

布など管理の在り方を見直すべきでない

か。 

 

国はようやく「令和のコメ騒動」の原因は米

不足にあると認め、米の減反から増産に方針を

転換した。 

（１）亀岡市として、今後米増産にどのような

方針で臨むのか。 

（２）これまで転作作物として定着したビール

大麦や京都大納言小豆、聖護院かぶなどの

京野菜は亀岡の特産物になっている。こう

した多様な農産物を今後も振興するため、

水田活用の直接支払交付金等各種交付金の

支援強化を国・府に求めるべきでないか。 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 山本由美子 

9 月 5 日(金) 

13：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 難聴高齢者

への支援につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ エレベータ

ーの防災対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 加齢に伴う難聴は徐々に進行することが多

く、これを放置するとコミュニケーションが困

難になり、社会的孤立などにつながる可能性が

あるため、難聴に対する早期発見と適切な介入

に向けた仕組みの構築が求められる。 

（１）高齢者本人及び高齢者と普段接する機会

が多い人などへの普及啓発の取組は。 

（２）難聴のリスクが高い高齢者を早期に発見

するための簡易スクリーニングの実施状況

と受診勧奨の現状は。 

（３）適切な補聴器利用のために、補聴器相談

医や認定補聴器技能者、また、認定補聴器

専門店の周知を図ることが重要であると考

えるが見解は。 

（４）補聴器装用者の継続的かつ効果的な補聴

器利用につなげるためのフォローアップに

対する見解は。 

（５）補聴器購入に対する公的助成制度の導入

についての考えは。 

 

 過去に発生した大震災で、エレベーター内に

閉じ込めや運転停止が多数発生した。一部で

は、発災後に発生した通信回線の輻輳や交通渋

滞などの影響により、救出・運転復旧への対応

に長時間を要したことから、地震時の安全確保

や事故の未然防止のための対応が求められる。 

（１）平成２１年９月に「地震時管制運転装

置」「戸開走行保護装置」の設置が義務付

けられるなど基準が強化されているが、市

が管理するエレベーターについて、設置状

況は。 

（２）エレベーターの停止や閉じ込めなど、こ

れまで本市における被害状況は。 

（３）エレベーターの点検の現状と点検結果を

踏まえて今後の改修計画は。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ コスメバン

クプロジェクト 

の導入について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）市役所庁舎で地震や停電などによりエレ

ベーターの停止や閉じ込めが発生した場合

の対応は。 

（５）閉じ込めが発生した場合の対応マニュア

ルの作成や訓練の実施状況は。 

（６）エレベーター内にエレベーター用防災チ

ェアを設置する考えは。 

  

 経済的な理由など、さまざまな事情で化粧品

などを手にできない女性などと、品質には何ら

問題のないものの余剰在庫などで行き先の決ま

っていない化粧品をマッチングし、必要とされ

る方に必要なものを無償で提供する「コスメバ

ンクプロジェクト」という取組がある。本市で

はこれまでにない支援ではあるが、必要性はあ

ると考える。 

（１）児童扶養手当の受給に必要な現況届の提

出時の聞き取りや日頃の相談対応などで、

ひとり親世帯などの現状をどのように把握

されているか。 

（２）民間との連携により、ひとり親世帯など

を対象に行き先の決まっていない化粧品を

詰め合わせた「ギフト」を無償配布するこ

とで、ウェルビーイングの実現や生活の質

（ＱＯＬ）向上につなげる事業「コスメバ

ンクプロジェクト」を導入する考えは。 

（３）ひとり親世帯などだけでなく、経済的に

困窮されている方の中にも一定数「コスメ

バンクプロジェクト」に対するニーズはあ

ると考えるが見解は。 

（４）「コスメバンクプロジェクト」の取組に

ついて、ＳＤＧｓの観点から見解は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 小林 仁 

9 月 5 日(金) 

13：45～ 

 

※一問一答 

 

１ ききょうの

里のブラッシュ

アップについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮前町にある谷性寺門前の「ききょうの里」

は、２１年前に明智光秀公が善政を敷いた名君

であるとして、亀岡市観光協会と門前の地域住

民が顕彰会を発足し、家紋のききょうを植栽し

たことが始まりである。本市においても、亀岡

光秀まつりを５２年にわたり実施するなど顕彰

に力を入れている。「ききょうの里」のききょ

う園は、毎年６月下旬から７月下旬まで開園

し、人気を博している。２０２０年の大河ドラ

マ「麒麟がくる」で明智光秀公が主人公とな

り、全国的に注目度が高まった。「ききょうの

里」の現状を鑑み、明智光秀公を顕彰するシン

ボルとしての価値を最大限に高め、観光振興や

地域活性化に資するため、市が主体となって管

理・運営するべきではないか。 

（１）市として「ききょうの里」が持つ歴史

的・文化的、そして観光資源としての潜在

価値をどのように評価しているのか。 

市長 

所管部長 
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２ 使用済紙お

むつ資源化実証

実験事業につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ バイオマス

コークスの活用

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）観光資源としては、夢ナリエや花火大会

など、市のサスティナブルツーリズムに貢

献していると考えるが所見は。 

（３）現状の運営形態（期間限定の開園、大河

ドラマ時の庭園施設の管理など）における

限界について、市はどのように認識してい

るのか。 

（４）地域住民の高齢化による継続の危機にあ

る「ききょうの里」を明智光秀ゆかりの

地・亀岡と位置づけ、公的施設として管

理・運営することは考えられないか。 

（５）施設を管理するための財源として、企業

版ふるさと納税やクラウドファンディング

など多様な手法が考えられるが、所見は。 

 

ごみの減量化・資源化の推進を図るため、２

０２４年度から使用済み紙おむつ資源化実証実

験事業が始まり２年目を迎えている。実証経過

と体制について問う。 

（１）実証実験事業に実施期限はあるのか。 

（２）年度別計画はあるのか。 

（３）計画に対する課題抽出と対策を行ってい

るのか。 

（４）２０２４年度当初予算では資源として、

パルプ、ＳＡＰ、プラスチックをリサイク

ルすることとしていたが、２０２５年当初

予算ではプラスチックのみをリサイクルす

るとなっている。その理由は。 

（５）実証実験で得られたノウハウは限定的に

なりやすい。技術の確立から実装事業へと

展開するにはより多くの知見を得ることが

必要であると考える。コンソーシアムの設

立について、所見は。 

 

本市では、放置竹林が問題となっているが、

国の「２０５０年カーボンニュートラル」目標

の達成に向け、再生可能エネルギーの導入や、

未利用資源活用が喫緊の課題である。このよう

な背景から、放置竹林の竹や森林間伐材、もみ

殻を地域の資源として有効活用し、脱炭素社会

の実現に貢献する新たな取組として、バイオマ

スコークスの製造の実証実験について問う。 

（１）本市の放置竹林がもたらす問題につい

て、現在の認識と竹林整備モデル事業の内

容は。 

（２）放置竹林の竹、間伐材、もみ殻などのバ

イオコークスは、石炭コークスの代替燃料

として、製鉄分野などでの活用が期待され

る。この技術について、本市としてどの程

度関心があるのか。 

（３）バイオマスをコークス化することの可能

性をどのように評価しているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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（４）北海道幌加内町では「そば殻」の低コス

トバイオマスコークス化を実施し、各実証

事業を現実化されている。本市においても

自治体間での連携に向けて協議する考えは

あるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

15 竹内 博士 

9 月 5 日(金) 

14：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＪＲ亀岡駅

南周辺の整備に

ついて 

 

 

 

 

 

３ 教育長の教

育姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サンガスタジアム建設以来、「シビックプライ

ドの醸成」という言葉をよく聞くが、市長が描く

シビックプライド醸成のイメージと事業の方向

性について問う。 

（１）市長が思う市民に持ってほしい亀岡の「誇

り」「愛着」とは何か。 

（２）市民のシビックプライドを醸成させるため

には、市としても仕掛けづくりが必要と考え

る。すでに取り組んでいること、これから新

たに取り組みたいことは何か。 

（３）本市では全部で１４の宣言があり、各事業

も充実し評価も高い。その一方で、数が多く

て分かりづらいとの声もある。これらの多

くの宣言（取組）は、市長の中で並列関係に

あるのか、あるいは環境先進都市を主軸に

描いていく方針なのか、それぞれの位置づ

けはどうか。 

（４）シビックプライド醸成には、亀岡市民に地

元の良さを知ってもらうためのマイクロツ

ーリズムの必要性を強く感じるが所見は。 

（５）亀岡市近郊の人たちに亀岡を売り込み、行

きたくなるようなイメージを持ってもらう

ことは大切だと感じるが、「亀岡＝遠い」と

のイメージが近郊の人たちにはあるように

思うが何か対策（イメージ戦略）はあるのか。 

 

全国都市緑化フェアに向けたＪＲ亀岡駅南周

辺エリアの整備について問う。 

（１）町の顔でもある亀岡駅の南側ロータリーや

南郷公園に続く道路、南郷公園の具体的な整

備内容と進捗状況は。 

（２）その他、城下町エリアの整備内容と進捗状

況は。 

 

教育長が思う不登校対策やＩＣＴ教育につい

て問う。 

（１）全国的にも不登校の児童生徒数は過去最

多を更新し続けているが、亀岡市の不登校

の現状（最新の児童生徒数）は。 

（２）この状況を教育長としてどのように捉え

ているのか。 

（３）今後は「多様な学びの充実」に焦点を当

てるべきだと思うが所見は。 

（４）多様な学びの選択肢の１つとして、フリ

ースクールをどのように考えているのか。 

（５）ＩＣＴ教育も学びの１つであり、価値あ

るツールだと感じるが、一方で児童生徒の

市長 

所管部長 
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所管部長 
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想像力や読み書きなどの能力低下にもつな

がると課題も挙げられている。亀岡市が推

進する自然教育は、これからの時代におい

てさらに価値あるものになると考える。デ

ジタルとアナログのバランス、組み合わせ

が大事だと感じるが所見は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 木村 勲 

9 月 8 日(月) 

10：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 京都・保津

川花火大会２０

２５について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 既存集落ま

ちづくり区域指

定制度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校施設の

安全対策につい

て 

 

 

 

 

本年８月１１日に開催予定であった、市制７

０周年記念「京都・保津川花火大会２０２５」

は、打上発数規模１万３，０００発で関西最大

級となっていたが、残念ながら中止となった。

市民の方から「残念や、すごいショック。」と

の声を聞いた。中止の理由と今後の対応につい

て問う。 

（１）中止になった原因と今後の対策は。 

（２）収支はどのようになるのか。また、事業

費は保険で全額カバーできるのか。 

（３）順延の可能性はないのか。また、ない場

合、次年度も順延は計画されないのか。 

（４）返金に必要な物に一般販売購入者は紙チ

ケット、市民特別販売購入者は購入時のレ

シートとあるが、紙チケットやレシートを

紛失された方への対応は。 

 

既存集落では、市街化区域に比べて人口減少

や少子高齢化が進行し、地域活力や地域コミュ

ニティの維持・活性化を図るため、市長が区域

と予定建築物の用途を指定して、指定区域内で

自己用住宅等の指定用途の建築物の立地を可能

とする「既存集落まちづくり区域指定制度」が

平成３０年から始まった。開始から現状と今後

について問う。 

（１）住宅は各地区で何件建築されたのか。 

（２）住宅建築により人口は何人増加したの

か。 

（３）店舗・飲食店・農産物直売所・農家レス

トラン等の店舗は各地区で何件建築された

のか。 

（４）アトリエ・事務所は各地区で何件建築さ

れたのか。 

（５）診療所・簡易宿所は各地区で何件建築さ

れたのか。 

（６）大井町において、既存集落まちづくり区

域指定制度により指定既存集落区域となる

地域は。 

 

亀岡市立大成中学校は、学校建設時、南側は

住宅が建設されていたことから防球ネットは高

く設置されているが、北側は田畑であったため

ネットが低く設置されている。学校建設時から

年数が経過し、現在、北側の田畑周辺には住宅

が建っており、今年２月にサッカーボールがネ

市長 

所管部長 
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４ 学校の体育

館のエアコン設

置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 並河亀岡停

車場線の進捗と

安全対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 高齢者お米

購入応援クーポ

ン事業について 

 

 

 

 

 

 

 

ットを越えて新築の家に当たる事象が起きた。

今後の対策について問う。 

（１）被害に遭った住民からは、「新築をどう

してくれるのか。」また、「子どもや高齢

者に当たり、けがでもしたらどうするの

か。」と苦情が寄せられており、早急に対

策が必要と考えるがどうか。 

（２）後から住宅が建てられる場合、本市が建

築許可を出す際に事業者に対策するよう指

導はできないのか。また、建設する際、近

隣の承諾は必要ではないのか。 

 

先般、亀岡市議会が開催した「第３回ワクワ

ク議会たんけん！夏休み子ども議場見学会」の

質問コーナーにおいて、参加された子どもから

「教室にエアコンがあって体育館にはないのは

なぜですか。」との質問が出た。今年の残暑は

まだまだ続くと予想されるため、児童生徒の健

康も考えると小・中・義務教育学校の体育館へ

のエアコン設置は必要であると考える。現状と

今後の計画について問う。 

（１）現在、エアコンが設置されている体育館

は。 

（２）今後の設置計画は。 

（３）全国の体育館で他のエネルギーを燃料と

した空調が設置されている。京都府内の設

置状況は。 

 

都市計画道路並河亀岡停車場線については今

年度中の完成予定であるが、進捗と安全対策に

ついて問う。 

（１）市道余部並河線との交差点、また、現府

道王子並河線との交差点のそれぞれに信号

機は設置されるのか。 

（２）現在、横断歩道がないが設置される予定

はあるのか。 

（３）前脇団地内の道路は児童生徒の通学路で

もあるが、車の抜け道にもなる。ゾーン３

０区域にすることはできないのか。 

（４）来年３月には完成するのか。 

 

先日、私にも高齢者お米購入応援クーポン券

が届いた。私は非農家であるため、ありがたく

お米を購入させていただくが、近隣の農家の方

からは、お米は売るほどあると聞いている。お

米以外の購入について問う。 

（１）クーポン券は精米及び玄米購入に使用で

き、有効期限は本年９月３０日までとなっ

ている。対象を米以外の食料品等に拡大す

る判断は、何を基準にいつされるのか。 
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17 三上 泉 

9 月 8 日(月) 

１ 豊かな学校

給食に対する市

令和１０年度から、中学校での全員給食の提

供を目指すことを踏まえ、亀岡市学校給食実施

市長 
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10：45～ 

 

※一問一答 

 

長の姿勢につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域防犯活

動を応援する施

策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方針では、大規模調理場から各学校へ配送する

方式が最も適している旨の記述がなされてい

る。この方式は、中学校給食実施が遅れている

府県で多く取り上げられている。その理由とし

て、安全面・衛生面を挙げているが、一極集中

方式よりもリスク分散を重視する方がよいとの

意見がある。以前行った、総務文教常任委員会

の行政視察の際、大規模調理場方式をやめて自

校方式に切り替えた自治体の担当者は「法律

（食育基本法）ですからね。子どもたちにとっ

て最善のものをと考えたら必然的にこうなりま

すね。」と当たり前のように言われていた。全

て自校方式はかなわなくとも、できるだけ、小

規模調理場で地元の食材を使って温かくて美味

しい給食を提供しようと努力されている自治体

も多いし、豊かな給食の提供と同時に、全校に

栄養職員を配置して食育を推進しようと努力さ

れている自治体も多い。 

（１）子どもたちに最善の給食と食育を実施す

るために、大規模調理場一つで育親学園以

外の全ての学校に給食を配送する方式優先

を今一度見直すべきだと思うが、それを英

断できるのは市長しかいない。所見は。 

（２）ＳＤＧｓ未来都市、オーガニックビレッ

ジ、ふるさと産品の地産地消、子どもファ

ーストの亀岡らしさに適した学校給食にす

るため以下の点で努力できないか問う。 

①自校方式が可能とされる東輝中学校、南

桑中学校などを自校給食または親子給食

の拠点とするよう検討してはどうか。 

②市が取得した防災拠点活用土地に、防災

食育センターを設置し、非常時以外は学

校給食が提供できるようにしてはどう

か。 

③当初は文化博物館の候補地だった旧上下

水道部跡地に調理場を作って、近くの学

校への給食配送を行ってはどうか。 

（３）給食へのオーガニック米提供を、保育

所・こども園などにも拡大することに対す

る所見は。 

 

本市では各地域に防犯推進委員連絡協議会の

支部が設けられ、防犯推進委員が活動してい

る。万引き防止や特殊詐欺対策の啓発活動など

とともに、青色回転灯パトロールが行われてい

る。その多くは自家用車をパトロール実施者登

録して地域のパトロールを行っており、燃料代

等は自己負担となっている。新型コロナウイル

スが流行した時期に、コロナ対策臨時交付金を

活用して補助がなされた。継続されるものと考

えていたが、１年限りのものであった。 
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３ 粗大ごみ自

己搬入方法変更

の影響について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 民生委員・

児童委員のあり

方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市内各地で行われている青色回転灯パト

ロールの全容をどのように把握している

か。 

（２）ボランティアの活動であるが、自家用車

使用に対して、燃料代の補助や、万一の事

故の際の対応策などの制度を整備するべき

ではないか。 

 

粗大ごみのエコトピア亀岡への自己搬入につ

いては、事前に品目に応じた粗大ごみ料金シー

ルの購入が必要であったそれまでの方法が、令

和５年４月から、持ち込んだ粗大ごみの重さ１

０キログラムあたり１８０円の処理手数料を窓

口で支払うことで搬入できる方法に変更となっ

た。急な事情で粗大ごみを持ち込まざるを得な

い市民にとっては、安価で便利になったという

側面もあるが、新たな課題が生じているのでは

ないかと考える。 

（１）自己搬入方法の変更後、持ち込まれる粗

大ごみの量はどのように変化したのか。 

（２）自己搬入に対する対応について、どのよ

うな課題があるのか。 

（３）世界に誇れる環境先進都市かめおかとし

てどのような対応・対策が必要であると考

えているのか。 

 

民生委員・児童委員について、最近では全国

的に、なり手不足の状況が続いており、定数基

準どおりの人数を維持することが困難になって

いる。また、メンバーの高齢化も進んでいる。

民生委員・児童委員は、新任の場合、原則とし

て６５歳未満（ただし、適任者がいない場合は

７５歳未満）、再任の場合、原則として７５歳

未満（ただし、適任者がいない場合は７８歳未

満）とされているが、今年（令和７年）１２月

が３年を経過した一斉改選の時期であり、令和

７年１２月 1 日以降の任命では、再任者は原則

７８歳未満とされている。 

（１）本市における民生委員・児童委員の年齢

要件と国の基準との関係や、国基準の年齢

を超える特例の委員数、欠員数や充足率な

ど、本市の民生委員・児童委員に関わる概

要は。 

（２）民生委員・児童委員が果たしてきた役割

は多大なものがあるが、なり手不足と３年

限りで再任を断る委員が少なからずあると

いう深刻な実態は、どのような原因が考え

られるか。 

（３）戦後８０年近く続いている、民生委員・

児童委員の制度の見直しを国に求めるとと

もに、新たな仕組みづくりを、セーフコミ

ュニティの一環として本市として模索すべ

きではないか。 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 
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５ ルールメイ

キングを取り入

れた教育につい

て 

 

 

 

 

 

６ かめおか児

童クラブの環境

整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回、令和７年６月議会で紹介した、「ルー

ルメイキング」の先進的な実践を、市長や教育

長も視聴して把握していると思うが、子どもフ

ァーストを宣言し、子どもの権利条例を制定し

ている本市の学校教育に取り入れることは大変

有効であると考える。 

（１）泉大津市立小津中学校の実践についての

教育長の所見は。 

 

かめおか児童クラブは、放課後の時間や休日

に保育を受けられない児童、その保護者のニー

ズに応える場所として、保育時間の延長、休日

保育の開始、第２子以降の保育料無料などの制

度拡充を行ってきた。一方で、十分な広さの場

所確保の困難をはじめとする保育環境の不十分

さ、指導員・補助員の不足などの課題があり、

「子どもが行きたいと思えない」という声も聞

く。しかし、これらの改善については、本市独

自の努力だけでは限界がある。教育に力を入れ

ている北欧などの各国では、「子どもの格差は

放課後に生じる」ことを重く受け止めて、国策

として学童保育の充実に取り組んでいる。 

（１）ニーズにこたえる学童保育の実施とさら

なる充実には、どこの自治体も限界があ

り、国に対して抜本的な改善と対策を講じ

るよう強く求めていくことが必要だと考え

るが所見は。 

（２）かめおか児童クラブにおける環境整備へ

の努力に対する決意は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 菱田 光紀 

9 月 8 日(月) 

13：00～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桂川市長が３期目当選をされてまもなく３年

目を迎えられ、折り返しの時期となる。３期目

立 

候補時に出された「政策集」の中から市政運営 

について問う。 

（１）「子育てしたいまち」の中で「オーガニ

ック給食の拡大と中学校給食の早期実現」

の進捗状況はどのようになっているのか。 

（２）「子どもが夢を持ち成長できるまち」の

中で「市認定フリースクールの授業料補

助」はどのようになっているのか。 

（３）「いくつになっても笑顔で健康に暮らせ

るまち」の中で「老々介護８０５０問題、

孤立を防ぎ、地域での生活を支援」の取組

状況は。 

（４）「世界に誇れる環境のまち」の中で「豊

かな自然環境を活かした自然保育（亀岡型

自然保育）の推進」についての現状と今後

の取組は。 

（５）「文化・芸術・スポーツで感動を生み出

すまち」の中で「スポーツで人生を豊かに

市長 
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２ 亀岡市立病

院でのＷｉ－Ｆ

ｉ活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

するまるごとスタジアム構想の推進」の進

捗状況はどのようになっているのか。 

農林水産省では、先般、引退アスリートの就

農を進めるための勉強会を立ち上げた。スポー

ツ庁も協力すると聞く。 

（６）サンガタウンを目指し、練習場の誘致に

取り組み、オーガニックビレッジ宣言を行

い、本市農業発展に積極的に取り組んでい

る本市にとってまたとない好材料と考える

が、所見は。 

（７）「経済の好循環で活気に満ちたまち」の

中で「スタジアム来場者の市内観光・消費

拡大に向けた市内事業者への支援」につい

て現状と課題をどのように見ているのか。

特に、旧城下町地域への取組がピンポイン

トで有効だと思うがどうか。 

（８）「安全で安心して暮らせるまち」の中で

「想いを引き継ぐ平和池記念公園「原っぱ

広場」の整備」の進捗状況は。 

（９）「便利で住み心地の良いまち」の中で

「国道９号京都・亀岡間４車線化またはＷ

ルート化促進」の取組状況は。 

（１０）「市民活動による地域の花と緑のまち

づくり活動を支援」は進んでいるのか。 

（１１）「市民に開かれた信頼される行政」の

中で「職員がチャレンジできる環境整備と

意識改革の推進」にはどのように取り組ん

でいるのか。 

 

亀岡市立病院の入院患者の家族からＷｉ－Ｆ

ｉが使えるようにしてほしいとの要望を聞いて

いる。入院中の時間の使い方でどうしても携帯

電話でのインターネット利用が多くなってしま

い、結果的に家族の経済的負担が大きくなるの

でＷｉ－Ｆｉ利用の検討をお願いしたいとのこ

とであった。 

（１）このような要望が病院に届いていない

か。 

（２）入院患者や家族の負担も考慮して、一定

制限下で取り組むことも必要かと考えるが

どうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

病院事業管理者 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 梅本 靖博 

9 月 8 日(月) 

13：45～ 

 

※一問一答 

 

１ 知的障がい

者の紙おむつの

支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知的障がい者の紙おむつの支援」について

は、令和７年３月議会で取り上げたが、さらに

踏み込み、生活実態の改善につなげるために問

う。 

（１）３月議会での質疑に対する振り返りとそ

の後の動向は。 

（２）支援の在り方と当時者の声の反映方法

は。 

（３）今後の対応について、検討状況は。 

（４）支援制度の必要性と制度対象の線引きに

ついての考えは。 

市長 

所管部長 
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２ 福祉避難所

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 備蓄につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 市道柏原森

線の通学路の安

全対策について 

 

 

 

 

 

 

福祉避難所に足を運び、福祉避難所の在り方

について話を伺った。 

（１）福祉避難所の受け入れ態勢は。 

（２）障がいのある方の特性に応じた支援はで

きるのか。 

（３）避難行動要支援者名簿、個別避難計画の

実効性についての考えは。 

（４）最大の不安「実際にやってみないと分か

らない」福祉避難所の実効性についての考

えは。 

 

亀岡市だからこそできる備えとは何か。全国

に先駆けて、地域のもつ知恵と強みを生かした

「ローカル備蓄」の在り方について問う。 

（１）備蓄の現状は。 

（２）備蓄体制の現状と課題は。 

（３）地域資源を活かした自立分散型備蓄の可

能性についての考えは。 

（４）環境に配慮した地域循環型備蓄モデルを

構築する考えは。 

 

現地で寄せられた切実な声を基に、その必要

性について問う。 

（１）市道柏原森線の通学路における危険箇所

の安全対策の状況は。 

（２）Ｔ字路の安全性についての考えは。 

（３）野条大橋付近の交差点の安全性について

の考えは。 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

  


